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総
会
は
、
浅
見
総
務
部

長
の
開
会
の
辞
、
鎮
目
町

内
会
会
長
の
挨
拶
に
続
い

て
、
議
長
に
田
中
勝
英
さ

ん
（
第
六
地
区
）、
副
議
長

に
高
岡
洋
子
さ
ん
（
第
二

地
区
）
を
選
出
し
、
そ
の

後
こ
の
お
二
方
の
司
会
で

議
事
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

◎
平
成　

年
度
事
業
報
告
、

２５

決
算
報
告
な
ら
び
に
会

計
監
査
報
告

　

は
じ
め
に
松
香
副
会
長

か
ら
昨
年
度
の
事
業
活
動

に
関
し
て
、
次
の
よ
う
な

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

防
犯
防
災
部
で
は
ス
タ

ン
ド
パ
イ
プ
の
新
設
。　

環
境
部
で
は
資
源
物
回
収

の
他
「
憩
の
椅
子
」
の
新

設
。
広
報
部
で
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。

成
人
部
で
は
健
康
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
。
文
化
部
で
は
落

語
会
を
２
回
実
施
。
町
内

会
全
体
で
は
、
地
区
社
協

の
活
動
を
支
援
。
交
通
問

題
協
議
会
へ
の
参
加
な
ど
。

　

決
算
報
告
の
部
で
は
、

最
初
に
町
内
会
の
会
計
の

仕
組
み
に
つ
い
て
、
鷹
箸

経
理
部
長
か
ら
以
下
の
よ

う
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
内
会
の
会
計
は
町
内

会
費
お
よ
び
町
田
市
か
ら

の
補
助
金
等
を
管
理
す
る

た
め
の
一
般
会
計
と
資
源

回
収
奨
励
金
を
管
理
す
る

た
め
の
会
則
お
よ
び
細
則

改
定
の
提
案
が
あ
り
、
こ

の
三
議
案
も
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。（
６

頁
下
段
参
照
）

◎
会
計
監
査
の
選
出

　

選
挙
世
話
人
（
代
表
椎

橋
茂
さ
ん
）
の
推
薦
に
よ

り
、
伊
藤
宏
さ
ん
（
第
五

地
区
）
と
井
上
加
代
子
さ

ん
（
第
四
地
区
）
が
本
年

度
の
会
計
監
査
に
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

◎
そ
の
他
の
報
告

　

以
下
の
諸
団
体
か
ら
状

況
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

①
玉
川
学
園
・
南
大
谷
地

区
町
内
会
自
治
会
連
合

会
②
玉
川
学
園
交
通
問
題
協

議
会
・
玉
川
学
園
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
推
進
委

員
会

③
玉
川
学
園
地
区
社
会
福

祉
協
議
会

④
こ
す
も
す
会
館

⑤
さ
く
ら
ん
ぼ
ホ
ー
ル

⑥
玉
川
学
園
地
区
ま
ち
づ

く
り
の
会

⑦
芝
生
の
会

⑧
消
防
団
（
第
一
分
団
第

五
部
）

◎
退
任
幹
事
の
紹
介
お
よ

び
挨
拶

◎
新
幹
事
紹
介
（
会
長
、

副
会
長
四
名
、
幹
事
二

八
名
）

◎
閉
会

た
め
の
特
別
会
計
と
か
ら

な
る
。
通
常
の
町
内
会
活

動
に
要
す
る
費
用
は
一
般

会
計
で
処
理
さ
れ
て
い
る

の
に
対
し
て
、
防
災
倉
庫

の
備
品
整
備
や
共
同
募
金

へ
の
寄
付
な
ど
共
益
費
に

相
当
す
る
費
用
は
特
別
会

計
で
処
理
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
一
般
会
計
お
よ

び
特
別
会
計
の
各
項
目
ご

と
の
詳
細
な
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。（
一
般
会
計
分

資
料
を
７
頁
に
掲
載
）

　

最
後
に
、
昨
年
度
会
計

監
査
（
佐
光
興
亜
氏
、
山

田
充
子
氏
）
を
代
表
し
て

佐
光
さ
ん
か
ら
、
預
金
通

帳
と
領
収
書
な
ど
関
係
書

類
を
精
査
し
た
結
果
、
玉

川
学
園
町
内
会
の
財
産
管

理
は
き
わ
め
て
厳
格
に
行

わ
れ
て
お
り
、
正
確
か
つ

妥
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
旨
の
監
査
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
の
後
採
決
が

行
わ
れ
、
こ
の
三
議
案
は

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

◎
平
成　

年
度
事
業
計
画
、

２６

予
算
案
な
ら
び
に
会
則

お
よ
び
細
則
の
改
定

　

ま
ず
三
浦
副
会
長
か
ら

平
成　

年
度
町
内
会
活
動

２６

の
『
方
針
と
活
動
の
進
め

方
』（
下
欄
に
掲
載
）
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
続

い
て
各
部
（
総
務
部
、
広

報
部
、
防
犯
防
災
部
、
環

境
部
、
高
齢
者
部
、
成
人

部
、
青
少
年
部
、
文
化
部
）

の
部
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の

部
の
事
業
計
画
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。（
２
頁
以
下

に
各
部
の
事
業
・
活
動
計

画
を
掲
載
）

　

さ
ら
に
、
鷹
箸
経
理
部

長
か
ら
事
業
計
画
に
基
づ

く『
平
成　

年
度
予
算
案
』

２６

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
（
一
般
会
計
分
資
料

を
８
頁
に
掲
載
）。

　

続
い
て
、
浅
見
総
務
部

長
よ
り
副
会
長
二
名
増
員
、

新
生
児
祝
い
金
の
新
設
の
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特
集
・
平
成　

年
度
定
期
総
会

２６

　

本
年
度
の
定
期
総
会
が
４
月　

日
（
日
）
午
後
１
時
か
ら
さ
く
ら
ん
ぼ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

２０

開
場
前
か
ら
多
く
の
会
員
の
方
が
お
越
し
い
た
だ
き
（
最
終
的
に
２
２
４
名
の
出
席
と
な
り
ま
し
た
）、

平
成　

年
度
事
業
報
告
お
よ
び
決
算
報
告
、
平
成　

年
度
事
業
計
画
な
ら
び
に
予
算
案
そ
の
他
の
議
題

２５

２６

に
つ
い
て
、
審
議
と
採
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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　会員の積極的なボランティア活動で「人にやさしい安心して住むことのできる明るいまちづくり」の推進と「だれもが歩いて豊かな景観を

楽しめるまち」を目指し、住民の声を行政に反映させるとともに、住みよい環境の整備、促進に努めます。

（１）防犯意識の高揚をはかり、防犯・環境パトロール隊の活動を推進し、安全・安心のまちづくりをめざします。
（２）防災意識の高揚をはかり、自主防災隊の活動を推進し、災害に強いまちづくりをめざします。
（３）「混ぜればごみ」「分ければ資源」廃棄物減量と資源物の活用に取り組み、循環型社会の推進をめざします。
（４）｢広報 ｣、「町内会だより」及び「ホームページ」を通じて、地域の情報を共有し、会員相互の連帯をすすめます。
（５）子どもから高齢者まで、広く参加できる集いを企画実践し、交流を深めます。
（６）会員の高齢化、環境の変化など、地域社会が抱える課題の解決に向けた取り組みをすすめます。
（７）玉川学園町内会（１地区～８地区）の地区別活動推進による活性化と近隣絆の強化を図ります。
（８）玉川学園交通問題協議会、玉川学園コミュニティバス推進委員会の中核として、会の運営に努めます。
　　　①交通安全のモラル向上をめざし、玉川学園前駅周辺の違法駐輪・駐車対策の推進と「駐輪・駐車秩序正常化キャンペーン」による啓

蒙運動を実践します。
　　　②「玉ちゃんバス」南ルートの実現に努めます。
（９）玉川学園地区社会福祉協議会の運営を協働します。
　　　全ての住民が、地域の福祉課題を話し合い、助け合う活動を実践します。
（１０）「玉川学園こすもす会館」「玉川学園さくらんぼホール」の運営は関係自治会と協働し、その中核として円滑な運営に努め、広く会員の

利用促進をはかり地域コミュニティの場として寄与するよう努めます。
（１１）玉川学園・南大谷地区協議会の活動を推進し、諸団体と情報交換を密にして地域特有の課題に取り組み、住みやすい住宅地域としての

発展をめざします。

写真上・正副議長さんで議事進行

写真下・鎮目会長と参会の皆さん
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混ぜればごみ、分ければ資源

（2）平成２６年６月１７日　　　
　

緑
と
起
伏
に
富
ん
だ
玉

川
学
園
地
域
の
住
宅
街
も
、

高
齢
化
の
進
展
に
よ
る
成

熟
期
の
後
、
若
い
世
代
の

転
入
に
よ
る
三
世
代
の
新

鮮
な
交
流
の
構
築
と
、
さ

り
げ
な
い
支
え
あ
い
に
よ

る
安
心
安
全
な
ま
ち
を
引

き
続
き
維
持
し
て
い
く
こ

と
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
方
の
ご
理
解
ご
支

援
を
い
た
だ
き
、
手
を
結

ん
で
活
動
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

１
、
年
間
を
通
じ
た
防
犯

環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実

施

　

８
地
区
に
分
か
れ
た
防

犯
・
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

が
、
年
間
を
通
じ
て
地
域

内
を
巡
り
、
地
域
住
民
へ

の
声
掛
け
、
不
在
家
屋
の

確
認
、
歩
道
上
の
不
自
然

物
、
ご
み
の
収
集
を
行
い
、

安
心
・
安
全
、
清
潔
な
ま

ち
の
維
特
に
努
め
ま
す
。

２
、
資
源
ご
み
の
収
集
強

化

　
「
捨
て
れ
ば
ご
み
、
活

か
せ
ば
資
源
」
の
リ
サ
イ

ク
ル
社
会
を
目
指
し
、
資

源
ご
み
の
収
集
強
化
に
努

め
、
無
用
な
ご
み
の
発
生

も
極
力
抑
え
る
よ
う
努
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

３
、
支
え
あ
う
共
助
の
ま

ち
を
め
ざ
し
て

　

少
子
高
齢
化
の
進
む
こ

の
地
域
で
、
気
軽
に
手
を

差
し
伸
べ
支
え
あ
う
暖
か

い
ま
ち
を
目
指
し
、
地
区

社
会
福
祉
協
議
会
や
地
域

福
祉
団
体
と
協
調
し
て
、

高
齢
者
、
乳
幼
児
を
抱
え

る
家
族
、
学
童
生
徒
の
交

流
の
場
の
準
備
、
支
え
あ

い
に
努
め
ま
す
。

４
、
地
域
の
文
化
を
重
ん

じ
、
交
流
を
深
め
る
活

動

　

文
教
地
区
玉
川
学
園
地

域
の
自
然
環
境
、
文
化
を

生
か
し
、
地
域
の
方
々
の

交
流
を
通
じ
た
輪
の
広
が

り
を
目
指
し
て
、
文
化
部
、

青
少
年
部
、
成
人
部
、
高

齢
者
部
が
地
域
に
合
っ
た

活
動
を
進
め
ま
す
。
さ
ら

に
、
商
店
会
の
夏
祭
り
、

小
中
学
校
の
児
童
生
徒
の

フ
ラ
ッ
グ
ア
ー
ト
展
、
秋

祭
り
、
雛
ま
つ
り
、
桜
ま

つ
り
へ
の
支
援
・
協
力
な

ど
、
地
域
の
活
性
化
、
世

代
間
交
流
の
広
が
り
に
努

め
ま
す
。

５
、
往
み
よ
い
緑
と
起
伏

の
あ
る
景
観
に
富
む
ま

ち
で

　

玉
川
学
園
、
東
玉
川
学

園
、
南
大
谷
地
域
は
自
然

環
境
に
恵
ま
れ
た
住
宅
地

域
と
し
て
共
通
の
認
識
と

　

こ
の
２
年
間
は
副
会
長

と
い
う
立
場
で
し
た
。　

四
〇
〇
〇
世
帯
を
束
ね
る

立
場
と
い
う
こ
と
に
な
る

と
、
何
が
な
く
て
も
（
直

接
束
ね
る
こ
と
を
し
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
）
日
々
忙
し
い
と
い
う

の
が
実
感
で
し
た
。
家
族

か
ら
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

過
労
死
し
な
い
で
ね
。」と

冷
や
か
さ
れ
て
（
い
や
、

励
ま
さ
れ
て
、
か
な
）
き

ま
し
た
。

　

今
気
に
な
っ
て
い
る
三

つ
の
こ
と
を
述
べ
ま
す
。

　

一
つ
は
玉
南
連
。
こ
れ

は
別
項
を
ご
覧
下
さ
い
。

　

二
つ
め
は
「
玉
川
学
園

交
通
問
題
協
議
会
・
玉
川

学
園
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

推
進
委
員
会
」
で
す
。
玉

南
連
に
さ
ら
に
近
隣
の
自

治
会
等
と
組
ん
で
、
町
田

市
、
小
田
急
バ
ス
（
株
）

と
組
織
し
て
い
る
協
議
会

で
は
、
玉
ち
ゃ
ん
バ
ス
の

運
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
懸
案
の
南
ル

ー
ト
に
関
わ
る
問
題
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
年
度
内

の
運
行
開
始
に
向
け
て
最

後
の
階
段
を
登
っ
て
い
ま
す
。

　

三
つ
め
は「
玉
川
学
園
・

南
大
谷
地
区
協
議
会
設
立

準
備
会
」
で
す
。
地
域
の

課
題
は
地
域
で
解
決
に
取

り
組
む
と
い
う
姿
勢
で
、

町
内
会
を
初
め
、
色
々
な

団
体
が
地
域
で
活
動
し
て

い
ま
す
が
、
従
来
の
組
織

で
は
カ
バ
ー
し
き
れ
な
い

問
題
に
取
り
組
む
に
は
、

「
地
区
協
議
会
」
と
い
う

新
し
い
枠
組
み
が
有
効
で

は
な
い
か
と
検
討
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

手
始
め
に
現
在
の
状
況

を
知
る
た
め
、
標
記
の
組

織
が
「
我
が
ま
ち
玉
川
学

園
・
南
大
谷
」
と
い
う
冊

子
を
作
り
ま
し
た
。
各
種

活
動
団
体
の
状
況
が
分
か

る
冊
子
を
町
内
会
事
務
所

で
配
布
し
て
い
ま
す
。
関

心
を
お
も
ち
の
方
は
ぜ
ひ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

方
々
を
支
え
共
に
生
き
る

「
共
生
・
共
住
」
の
取
組

み
を
広
げ
て
い
き
た
い
、

と
考
え
る
方
々
も
大
勢
お

り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
主
と
し
て
福

祉
面
に
関
わ
る
副
会
長
の

お
役
を
拝
命
し
、
こ
れ
ま

で
な
か
な
か
取
り
組
め
な

か
っ
た
領
域
…
押
し
寄
せ

る
「
超
高
齢
化
時
代
」、
ご

町
内
の
高
齢
者
の
方
々
を

皆
で
「
支
え
合
う
」
機
運

を
高
め
、
根
付
か
せ
て
い

き
た
い
…
そ
れ
が
私
の
願

い
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
玉
川

学
園
・
東
玉
川
学
園
を
所

管
エ
リ
ア
と
す
る
「
町
田

第
三
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ

ー
」
や
「
玉
川
学
園
地
区

社
会
福
祉
協
議
会
」（
地
区
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副
会
長
（
玉
南
連
・
交
通
問
題
担
当
）

松
香　

光
夫 

社
協
）、
桜
実
会
な
ど
と

し
っ
か
り
連
携
し
、
見
守

り
や
、
世
代
間
交
流
、
同

世
代
の
交
流
、
生
活
支
援

な
ど
地
道
な
取
り
組
み
が

各
地
区
に
広
が
る
べ
く
努

力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
方
々
の
居
住

状
況
や
生
活
状
況
の
把
握

が
ま
ま
な
ら
ぬ
中
、「
支

え
合
い
」
の
取
り
組
み
を

進
め
る
困
難
さ
は
伴
い
ま

す
が
、
見
守
り
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
実
施
を
市
に
依

頼
す
る
な
ど
、
ま
ず
は
第

一
歩
を
踏
み
出
す
…
そ
こ

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
、
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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世
代
間
の
地
域
交
流
と

世
代
間
の
地
域
交
流
と

さ
り
げ
な
い
支
え
あ
い
の
あ
る

さ
り
げ
な
い
支
え
あ
い
の
あ
る

住
み
よ
い
ま
ち
を
め
ざ
し
て

住
み
よ
い
ま
ち
を
め
ざ
し
て

会
長
会
長鎮

目

義
雄

鎮
目　

義
雄

課
題
を
持
ち
合
わ
せ
、
地

区
町
内
会
自
治
会
連
合
会

も
、
昨
年
度
よ
り
、
玉
川

学
園
・
南
大
谷
地
区
町
内

会
自
治
会
連
合
会
と
し
て
、

十
一
町
内
会
自
治
会
が
共

通
課
題
に
取
り
組
む
よ
う

努
め
て
い
ま
す
。
今
年
度
、

さ
ら
に
地
域
の
諸
活
動
団

体
や
公
的
機
関
と
も
連
携

し
市
役
所
市
民
協
働
推
進

課
の
支
援
の
も
と
、
地
域

の
課
題
の
協
議
・
取
り
組

み
に
関
係
団
体
・
部
所
が

協
働
し
て
行
え
る
よ
う
、

玉
川
学
園
・
南
大
谷
地
区

協
議
会
の
設
立
に
向
け
準

備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
の
課
題
に
手
を
結

び
、
支
え
あ
っ
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
年
度
も
み
な
さ

ま
の
ご
理
解
ご
支
援
の
ほ

ど
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

６
、
広
報
活
動
の
広
が
り

　

地
域
の
課
題
取
り
組
み

に
つ
い
て
は
、
地
域
の
実

情
を
よ
く
認
識
し
、
共
通

の
課
題
と
し
て
み
ん
な
で

協
議
し
す
す
め
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。「
町
内

会
だ
よ
り
」「
町
内
会
広

報
」
に
つ
づ
き
、「
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
」
の
充
実
に
努
め

ま
す
。

　

地
域
の
情
報
交
換
、
意

見
交
流
が
深
ま
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　

二
年
間
広
報
部
を
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
町
内
会
の
何
た
る
か

が
ま
だ
よ
く
理
解
で
き
な

い
ま
ま
、
本
年
の
総
会
で

副
会
長
に
指
名
さ
れ
ま
し

た
。
少
子
高
齢
化
と
い
う
、

将
来
に
期
待
が
持
て
な
い

時
代
の
町
内
会
活
動
は
い

か
に
あ
る
べ
き
か
。
こ
の

と
て
つ
も
な
い
難
問
を
意

識
し
な
が
ら
、
さ
し
あ
た

り
は
、
与
え
ら
れ
た
任
務

（
さ
く
ら
ん
ぼ
ホ
ー
ル
事

務
長
、
第
四
地
区
地
区
長

な
ど
）
を
し
っ
か
り
こ
な

す
こ
と
に
尽
力
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
と
り

た
て
て
抱
負
と
い
う
よ
う

な
も
の
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

が
、
玉
川
学
園
町
内
会
が

「
老
人
の
、
老
人
に
よ
る
、

老
人
の
た
め
の
」
町
内
会

に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
ま

た
組
織
が
肥
大
化
か
つ
過

度
に
制
度
化
し
て
、
町
内

会
が
役
所
も
ど
き
の
存
在

に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
多

少
な
り
と
も
貢
献
で
き
れ

ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

東
玉
川
学
園
の
我
が
家

か
ら
玉
川
学
園
前
駅
に
向

か
っ
て
尾
根
筋
の
道
を
歩

く
時
、
は
る
か
西
の
方
に

は
大
山
に
連
な
る
丹
沢
山

塊
が
…
そ
し
て
七
丁
目
う

ぐ
い
す
坂
ま
で
来
ま
す
と
、

正
面
に
秩
父
の
峰
々
が
連

な
る
風
景
が
広
が
り
ま
す
。

周
り
に
は
豊
か
な
み
ど
り

や
色
と
り
ど
り
の
花
々
が

あ
り
、
玉
川
学
園
や
昭
和

薬
科
大
学
の
あ
る
文
教
地

区
。

　

こ
の
環
境
に
恵
ま
れ
、

住
み
慣
れ
た
地
を
「
終
の

棲
処
」（
つ
い
の
す
み
か
）

と
し
た
い
…
と
願
う
方
は

大
変
に
多
く
、
又
そ
の
一

方
で
、
そ
う
し
た
年
代
の

　

昨
年
度
ま
で
防
犯
防
災

部
長
を
担
当
し
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
本
年
度
か
ら

は
副
会
長
と
総
務
部
長
を

兼
務
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
総
務
部
と
い
う
の

は
、
窓
口
が
広
く
何
で
も

対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
極
め
て
多
忙
な
部
門
だ

と
思
わ
れ
ま
す
。
当
町
内

会
各
事
業
部
（
８
部
）
と

の
調
整
や
対
外
折
衝
が
主

な
業
務
と
な
り
ま
す
が
、

各
事
業
部
が
動
き
易
い
よ

う
、
そ
の
お
膳
立
て
を
う

ま
く
整
え
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
の
総
会

に
お
い
て
ご
承
認
を
い
た

だ
い
た
「
パ
ソ
コ
ン
の
交

換
」に
つ
き
ま
し
て
は（
既

存
町
内
会
保
有
の
Ｐ
Ｃ
は

７
〜
８
年
前
に
導
入
し
た

も
の
で
あ
り
、
保
存
さ
れ

て
い
る
デ
ー
タ
ー
も
満
タ

ン
で
パ
ン
ク
寸
前
の
状
況

で
あ
り
ま
す
。）「
デ
ー
タ

ー
の
整
理
」
と
、
手
書
き

の
経
理
シ
ス
テ
ム
を
「
Ｐ

Ｃ
化
」
に
改
善
す
る
た
め
、

Ｐ
Ｃ
に
精
通
し
た
方
々
の

ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が

ら
準
備
作
業
を
進
め
て
お

り
ま
す
。
平
成　

年
度
か

２７

ら
は
新
し
い
シ
ス
テ
ム
で
、

事
務
の
簡
素
化
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
慣
れ
な
い
総
務

の
担
当
で
あ
り
ま
す
が
、

今
後
と
も
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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副
会
長
（
広
報
部
担
当
）
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倫
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副
会
長
（
主
に
福
祉
面
担
当
）

斎
藤　

三
夫 
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副
会
長
（
兼
総
務
部
長
）

中
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隆
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玉 川 学 園 町 内 会 広 報

街の美化　まずは身近なところから

（3）     　第１２４号
　

今
年
度
か
ら
、
防
犯
防

災
部
を
担
当
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
自
主
防
災
隊
、

防
災
委
員
の
皆
様
を
中
心

に
、
各
地
区
の
地
区
長
、

支
部
長
さ
ん
の
力
を
借
り

な
が
ら
、
地
区
で
の
防
犯

防
災
活
動
を
活
発
化
さ
せ

た
い
と
思
い
ま
す
。

�　

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
に

つ
い
て

　

有
志
の
人
が
集
ま
り
、

マ
イ
ク
で
の
防
犯
呼
び
か

け
と
空
家
や
一
人
住
ま
い

の
お
宅
の
見
守
り
を
行
い
、

道
路
周
辺
の
ゴ
ミ
拾
い
の

環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
も
同
時

に
行
い
ま
す
。
近
況
を
話

合
い
、
四
季
折
々
の
町
の

た
た
ず
ま
い
を
楽
し
み
な

が
ら
の
小
一
時
間
の
散
歩

で
健
康
ア
ッ
プ
に
。
自
分

の
住
ん
で
い
る
町
で
も
、

初
め
て
通
る
道
も
あ
り
小

さ
な
発
見
も
あ
る
、
楽
し

い
時
間
で
す
。
多
く
の
人

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　

小
宮
信
夫
著
「
犯
罪
は

『
こ
の
場
所
で
』起
こ
る
」

（
光
文
社
新
書
）
に
よ
る

と
、
犯
罪
者
は
犯
罪
の
機

会
を
狙
っ
て
い
る
が
、

「
人
の
眼
」
を
大
い
に
気

に
し
て
い
る
。

・
犯
罪
の
起
こ
り
や
す
い

場
所
（
町
）
は
「
入
り
や

す
く
、
見
え
に
く
い
場

所
」、
ゴ
ミ
や
落
書
き
が

多
く
汚
い
場
所
、
空
家
や

留
守
宅
が
多
い
場
所
。

・
犯
罪
の
起
こ
り
に
く
い

場
所
（
町
）
は
「
入
り
に

く
く
、
見
え
や
す
い
場

所
」、
ゴ
ミ
や
落
書
き
が

少
な
く
清
潔
な
場
所
、
空

家
や
留
守
宅
が
少
な
い
場

所
。

　

こ
の
点
か
ら
も
、
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
の
犯
罪
抑
止

効
果
は
大
変
大
き
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

「
家
の
周
り
の
清
掃
」「
庭

の
手
入
れ
」「
井
戸
端
会

議
」「
犬
の
散
歩
」「
門
灯
、

玄
関
灯
の
終
夜
点
灯
」
等

も
犯
罪
防
止
に
効
果
が
あ

り
ま
す
。

�　

防
災
避
難
訓
練
に
つ

い
て

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
三

年
余
り
が
過
ぎ
、
少
し
ず

つ
あ
の
衝
撃
が
忘
れ
ら
れ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
震

災
は
い
つ
起
こ
る
か
予
測

は
出
来
ま
せ
ん
が
、
必
ず

起
こ
る
こ
と
は
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
地
域
の

被
害
を
想
定
し
、
対
策
を

準
備
し
て
置
く
こ
と
の
重

要
性
を
忘
れ
て
は
い
け
な

い
と
思
い
ま
す
。

　

訓
練
は
数
多
く
体
験
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
の
で
、

一
人
で
も
多
く
の
方
が
参

加
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

こ
の
地
域
の
被
害
と
し

て
は
、
火
災
の
発
生
、
崖

崩
れ
、
家
屋
の
倒
壊
、
家

具
の
転
倒
や
落
下
物
に
よ

る
被
害
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
途
絶
等
の
被
害
が
予
測

さ
れ
ま
す
。
被
害
を
完
全

に
防
ぐ
事
は
出
来
ま
せ
ん

が
、
少
な
く
し
た
り
、
後

の
影
響
に
対
す
る
準
備
を

す
る
事
は
充
分
可
能
で
す
。

総
合
防
災
訓
練
も
こ
の
よ

う
な
視
点
か
ら
、
被
害
対

策
と
そ
の
準
備
に
重
点
を

置
く
よ
う
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

�　

携
帯
無
線
機
の
活
用

訓
練
に
つ
い
て

　

一
昨
年
よ
り
配
備
さ
れ

た
携
帯
無
線
機
は
、
町
内

会
各
地
区
、
周
辺
自
治
体
、

周
辺
学
校
、
周
辺
各
施
設

等
に
全
二
十
二
台
が
配
備

さ
れ
て
い
ま
す
。
大
災
害

の
際
の
通
信
手
段
と
し
て
、

そ
の
有
効
性
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

総
合
防
災
訓
練
等
で
活

用
訓
練
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

�　

ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
の

活
用
訓
練
に
つ
い
て

　

ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
は
、

昨
年
各
地
区
に
二
台
ず
つ

配
備
さ
れ
ま
し
た
。
大
震

災
が
発
生
し
た
時
の
火
災

に
対
し
町
田
市
の
消
防
力

で
は
、
当
地
区
へ
消
防
車

が
来
る
事
は
、
期
待
出
来

ま
せ
ん
。
そ
の
際
に
力
と

１　

環
境
部
幹
事
会

　

適
宜
実
施
し
て
環
境
関

係
の
諸
問
題
を
検
討
し
ま

す
。

２　

環
境
委
員
会

　

町
内
会
の
各
班
か
ら
選

出
さ
れ
た
環
境
委
員
の
集

会
を
年
に
３
回
（
５
月
、

９
月
、
２
月
）
開
催
し
、

環
境
に
関
す
る
種
々
の
課

題
を
検
討
し
ま
す
。

３　

環
境
・
リ
サ
イ
ク
ル

施
設
見
学
会

　

我
が
国
は
６
月
を
環
境

月
間
と
し
て
種
々
の
行
事

を
行
っ
て
お
り
、
当
町
内

会
も
６
月　

日
（
木
）
に

１９

「
環
境
・
リ
サ
イ
ク
ル
施

設
見
学
会
」
を
実
施
し
ま

す
。
丸
富
製
紙
株
式
会
社

の
富
士
根
工
場
と
沼
津
工

場
で
、
古
紙
か
ら
再
生
紙

が
作
ら
れ
て
い
く
過
程
を

見
学
し
ま
す
。

４　

エ
コ
フ
ェ
ス
タ
開
催

の
支
援

　

ゴ
ミ
だ
け
で
な
く
、
快

適
環
境
に
関
す
る
啓
発
を

目
的
と
し
た
「
町
田
エ
コ

フ
ェ
ス
タ
」
が　

月
５
日

１０

（
日
）
に
リ
サ
イ
ク
ル
文

化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

　

経
理
部
の
平
成　

年
度

２５

予
算
は
４
月　

日
の
総
会

２０

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
が
、

一
般
会
計
・
特
別
会
計
と

も
に
シ
ー
ト
バ
ラ
ン
ス
は

特
に
大
き
な
問
題
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

平
成　

年
度
は
資
源
回

２６

収
の
助
成
金
の
配
分
に
つ

い
て
、
諸
々
議
論
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
各
事
業
部
の

活
動
予
算
と
実
績
に
つ
い

て
は
、
諸
々
の
ア
ク
シ
デ

ン
ト
が
発
生
し
ま
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
達
成
率
を
確

保
す
る
よ
う
に
各
部
が
一

段
の
努
力
を
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

経
理
部
で
は
、
総
会
で

承
認
さ
れ
た
予
算
に
対
し

て
各
部
が
確
実
に
実
行
し

て
い
く
事
を
精
査
チ
ェ
ッ

ク
し
て
い
く
事
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

部
長
さ
ん
の

年
度
の
抱
負

部
長
さ
ん
の　

年
度
の
抱
負

２６２６

　

防
犯
防
災
部

部
長　

服
部　

知
行　
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な
る
の
が
ス
タ
ン
ド
パ
イ

プ
で
す
。
こ
の
た
め
の
訓

練
の
機
会
を
多
く
持
ち
、

一
人
で
も
多
く
の
方
が
操

作
出
来
る
よ
う
に
な
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

�　

各
地
区
で
の
救
急
救

命
訓
練
実
施
に
つ
い
て

　

心
肺
蘇
生
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

取
扱
い
は
そ
れ
ほ
ど
難
し

い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

定
期
的
に
訓
練
予
定
を
立

て
、
多
く
の
人
が
実
際
に

体
験
す
る
機
会
を
持
つ
よ

う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
の
、
ご
協
力
宜
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

環
境
部

部
長　

徳
力　

幹
彦　
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ま
す
。
環
境
部
は
、
こ
の

開
催
を
支
援
し
ま
す
。

５　

善
意
の
傘

　

各
環
境
委
員
が
、
１
週

間
毎
に
、
玉
川
学
園
前
駅

の
北
側
と
南
側
に
置
い
て

あ
る
「
善
意
の
傘
」
を
管

理
し
て
い
ま
す
。

６　

資
源
物
不
正
収
集

　

資
源
物
（
新
聞
、
雑
誌
、

段
ボ
ー
ル
、
紙
パ
ル
プ
、

古
布
、
ス
チ
ー
ル
缶
、
ア

ル
ミ
缶
、
カ
レ
ッ
ト
）
の

違
法
回
収
車
を
見
つ
け
た

方
々
は
、
違
法
回
収
業
者

と
は
接
触
せ
ず
に
、
車
種

や
車
の
登
録
番
号
を
町
内

会
事
務
所
に
ご
連
絡
下
さ

い
。

７　

資
源
物
集
積
所
（
ご

み
看
板
、
カ
ゴ
の
設
置

な
ど
）
の
管
理

　

資
源
物
集
積
所
の
ご
み

看
板
の
設
置
状
態
、
資
源

物
の
回
収
日
の
厳
守
、
ビ

ン
・
カ
ン
の
収
容
カ
ゴ
の

設
置
な
ど
に
問
題
の
あ
る

集
積
所
は
、
町
内
会
事
務

所
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

８　

犬
・
猫
の
糞
尿
に
関

す
る
問
題
、
お
よ
び
地

域
猫

　

糞
尿
が
問
題
に
な
る
箇

所
に
貼
付
す
る
看
板
を
町

内
会
事
務
所
に
置
い
て
あ

り
ま
す
の
で
、
必
要
な
方

は
事
務
所
に
取
り
に
き
て

下
さ
い
。
ま
た
、
地
域
猫

の
去
勢
・
避
妊
を
猫
の
諸

団
体
が
実
行
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。

９　

憩
の
椅
子

　
「
憩
の
椅
子
」を
増
や
す

た
め
に
、
必
要
な
設
置
場

所
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
　

防
災
環
境
パ
ト
ロ
ー

１０
ル

　

各
地
区
で
自
主
的
に
実

施
さ
れ
て
い
る
防
災
環
境

パ
ト
ロ
ー
ル
に
参
加
し
て
、

環
境
の
改
善
に
努
め
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　
　

掲
示
板
の
交
換

１１
　

現
在
、　

カ
所
に
町
内

１７

会
の
掲
示
板
が
あ
り
ま
す

が
。
今
年
度
中
に
順
次
ガ

ラ
ス
戸
つ
き
の
掲
示
板
と

交
換
す
る
予
定
で
す
。

　
　

ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
配

１２
布

　

今
年
度
の
ご
み
カ
レ
ン

ダ
ー
は
、
業
者
に
依
頼
し

て
、
９
月
上
旬
に
配
布
し

ま
す
。

　
　

違
法
広
告
除
却

１３
　

違
法
広
告
除
却
員
（
市

役
所
で
資
格
を
も
ら
う
）

が
、
違
法
広
告
物
を
除
去

し
ま
す
。

　
　

建
築
協
約
の
仲
介

１４
　

建
築
協
約
に
基
づ
き
、

建
築
業
者
と
近
隣
住
民
・

ま
ち
づ
く
り
の
会
と
の
話

合
い
を
取
り
次
ぎ
ま
す
。

　
　

さ
く
ら
協
議
会
支
援

１５
　

玉
川
学
園
地
区
の
桜
な

ど
の
木
の
保
護
運
動
を
し

て
い
る
団
体
を
支
援
。

　

経
理
部
長

部
長　

種
市　

邦
朗　
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初
め
て
青
少
年
部
の
部

長
を
拝
命
し
ま
し
た
大
山

と
申
し
ま
す
。
町
五
小
や

南
大
谷
中
の
学
校
支
援
に

関
わ
っ
て
ほ
ぼ
五
年
に
な

り
ま
す
。
大
人
も
子
ど
も

も
一
緒
に
楽
し
め
る
イ
ベ

ン
ト
を
、
企
画
・
実
施
す

る
の
が
希
望
で
す
。

　

玉
川
学
園
・
南
大
谷
地

域
フ
ラ
ッ
グ
ア
ー
卜
制
作

活
動
は
、
８
月
に
「
フ
ラ

ッ
グ
ア
ー
ト
教
室
ｉ
ｎ
玉

川
大
学
」、
９
月
に
南
大

谷
中
と
町
五
小
で
、　

月
１１

に
は
南
大
谷
小
の
授
業
で

実
施
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、

展
示
は
８
、　

、
１
月
に

１１

玉
川
学
園
駅
前
商
店
街
に
、

恩
田
川
遊
歩
道
に
は
９
、

　

月
例
年
通
り
行
い
ま
す
。

１２
　
「
町
田
市
青
少
年
健
全

育
成
玉
川
学
園
地
区
委
員

会
」に
参
画
、　

月
に「
秋

１０

の
子
ど
も
ま
つ
り
」
が
町

五
小
で
開
催
さ
れ
、
町
内

会
は
後
援
と
し
て
関
わ
り

準
備
段
階
か
ら
協
力
し
ま

す
。

　
　

月
に
は
、「
ク
リ
ス

１２
マ
ス
の
集
い
」
を
さ
く
ら

ん
ぼ
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま

す
。
一
人
で
も
多
く
の
子

ど
も
さ
ん
た
ち
に
参
加
し

て
貰
え
る
よ
う
に
頑
張
り

ま
す
。

　

３
月
に
は
、「
餅
つ
き

体
験
会
」
を
玉
川
学
園
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

で
行
い
ま
す
。
大
人
と
子

ど
も
の
共
同
作
業
で
、
美

味
し
い
お
餅
を
共
に
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

　

青
少
年
部

部
長　

大
山　

憲
一　
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敬
老
の
日
に
毎
年
行
わ

れ
ま
す
「
敬
老
会
」
…
昨

年
は
、
当
日
の
朝
、
台
風

が
直
撃
。
嵐
状
態
に
な
っ

て
危
険
な
た
め
、
急
き
ょ

中
止
の
や
む
な
き
に
至
り

ま
し
た
。
か
つ
て
無
い
こ

と
で
し
た
が
、
楽
し
み
に

さ
れ
て
い
た
皆
さ
ま
か
ら

「
来
年
は
ぜ
ひ
」
と
の
要

望
も
あ
り
、
本
年
は
こ
れ

ま
で
通
り
町
田
第
五
小
学

校
や
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の

お
子
さ
ん
達
と
の
世
代
間

交
流
の
場
を
持
ち
、
実
現

で
き
な
か
っ
た
津
軽
三
味

線
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
等

を
予
定
し
て
「
敬
老
会
」

を
開
催
し
た
い
と
考
え
ま

す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
部
で
は
、

年
間
を
通
し
て
高
齢
者
ク

ラ
ブ
の
例
会
、
玉
川
学
園

地
区
社
会
福
祉
協
議
会

（
地
区
社
協
）
加
入
の
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
、
地
域
ケ
ア

会
議
な
ど
の
集
ま
り
に
参

加
―
地
域
の
当
面
す
る
課

題
と
向
き
合
う
に
は
、
人

と
人
と
の
「
つ
な
が
り
」

を
大
切
に
し
、
粘
り
強
く

幅
広
い
取
り
組
み
が
欠
か

せ
な
い
こ
と
を
痛
感
し
ま

し
た
。
そ
こ
で
本
年
は
、

玉
川
学
園
・
東
玉
川
学
園

を
所
轄
エ
リ
ア
と
す
る
町

田
第
三
高
齢
者
支
援
セ
ン

タ
ー
や
、
玉
川
学
園
地
区

社
会
福
祉
協
議
会
、
桜
実

会
な
ど
と
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
し
っ
か
り
と
連
携
し
、

見
守
り
・
交
流
等
の
地
道

な
取
組
み
が
各
地
区
に
広

が
る
べ
く
、
努
力
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

以
上
が
、
本
年
四
月
の

総
会
に
お
け
る
斎
藤
前
高

齢
者
部
長
の
方
針
で
あ
り
、

後
任
の
私
へ
の
引
き
継
ぎ

事
項
で
も
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
化
社
会
を
迎
え
つ

つ
あ
る
今
日
、
適
切
に
対

応
し
て
行
く
に
は
地
道
な

が
ら
も
堅
実
な
取
組
み
が

必
須
で
あ
る
こ
と
は
言
を

俟
ち
ま
せ
ん
。
四
月
に
就

任
し
た
ば
か
り
で
町
内
会

活
動
も
初
め
て
で
あ
り
戸

惑
う
事
が
沢
山
あ
り
ま
す

が
、
今
後
も
副
会
長
の
立

場
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
下
さ

る
こ
と
に
な
っ
た
斎
藤
前

部
長
や
種
々
の
業
務
を
着

実
に
処
理
し
て
い
く
澤
村

幹
事
、
お
若
い
な
が
ら
も

経
験
豊
か
な
新
任
の
市
村

幹
事
共
々
前
向
き
に
進
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

高
齢
者
部

部
長　

菊
地　

隆
男　
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成
人
部
へ
の
配
属
が
決

ま
る
と
、
ま
ず
思
い
浮
か

べ
た
こ
と
は
成
人
部
の
守

備
範
囲
の
こ
と
で
し
た
。

手
元
の
国
語
辞
典
に
よ
る

と
、
成
人
と
は
成
人
式
を

終
え
た
人
の
こ
と
、
と
書

い
て
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

成
人
部
は
二
十
歳
以
上
の

す
べ
て
の
会
員
を
対
象
と

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
町
内
会
部
組

織
の
な
か
で
は
、
高
齢
者

部
の
行
事
を
除
い
た
も
の

が
成
人
部
の
守
備
範
囲
と

な
る
わ
け
で
、
直
感
的
に

は
裾
野
は
思
っ
た
よ
り
も

広
い
ぞ
、
と
い
う
も
の
で

し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
成
人
部
の

先
輩
諸
氏
は
そ
の
広
範
囲

の
対
象
に
つ
い
て
、
ち
ゃ

ん
と
し
た
道
筋
を
作
っ
て

い
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

　

成
人
部
の
年
間
行
事
を

集
約
し
て
み
る
と
、
①
市

役
所
い
き
い
き
健
康
部
主

催
の
健
康
関
連
の
講
習
会
、

各
種
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ

の
行
事
支
援
活
動
（
最
大

で
延
べ
十
五
行
事
ほ
ど
）、

②
春
・
秋
の
２
回
に
分
け

て
実
施
し
て
い
る
健
康
づ

く
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
③

好
評
を
博
し
て
い
る
秋
の

親
睦
日
帰
り
バ
ス
旅
行
、

④
関
係
自
治
会
連
合
機
関

と
の
交
流
事
業
な
ど
、
と

な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
諸
行
事
の
準
備

支
援
や
参
加
、
日
帰
り
バ

ス
旅
行
・
健
康
ウ
ォ
ー
ク

の
出
発
か
ら
解
散
ま
で
の

す
べ
て
の
雑
務
を
主
に
成

人
部
で
担
当
し
ま
す
。

　

行
事
に
参
加
さ
れ
る
会

員
の
皆
さ
ん
を
手
助
け
す

る
の
は
西
崎
則
江
さ
ん
、

山
口
泰
男
さ
ん
と
私
の
３

人
で
す
。
西
崎
さ
ん
は
出

会
い
の
初
日
か
ら
新
任
の

幹
事
ら
し
か
ら
ぬ
的
確
な

質
問
を
浴
び
せ
て
き
て
驚

か
さ
れ
ま
し
た
。
沈
着
冷

　

成
人
部

部
長　

田
中　

伸
幸　
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静
、
状
況
判
断
力
に
富
ん

だ
方
だ
と
見
立
て
て
い
ま

す
。
山
口
さ
ん
は
２
年
ぶ

り
に
幹
事
再
登
板
の
ベ
テ

ラ
ン
で
す
。
市
内
の
あ
ち

こ
ち
で
、
健
康
ウ
ォ
ー
ク

に
励
ん
で
い
る
の
を
よ
く

見
か
け
ま
す
。
談
論
風
発

タ
イ
プ
の
人
柄
で
こ
と
の

良
し
悪
し
を
き
ち
ん
と
見

分
け
ら
れ
る
バ
ラ
ン
ス
セ

ン
ス
の
あ
る
方
で
す
。
三

人
寄
れ
ば
文
殊
の
知
恵
、

と
い
い
ま
す
。
会
員
の
皆

さ
ん
が
行
事
に
参
加
し
て
、

す
ば
ら
し
い
思
い
出
を
残

せ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

　

こ
の
度
、
玉
川
学
園
町

内
会
役
員
の
改
選
で
、
文

化
部
長
に
互
選
さ
れ
ま
し

た
岸
川
で
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、
防
犯
防
災
部

の
隊
長
と
し
て
一
年
と
い

う
短
い
期
間
で
す
が
、
貴

重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
文
化
部
と

い
う
畑
違
い
の
業
務
に
い

さ
さ
か
不
安
が
あ
り
ま
す

が
、
幸
い
な
こ
と
に
、
前

文
化
部
長
の
峰
岸
さ
ん
が
、

相
談
役
と
し
て
当
会
に
残

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
と

て
も
心
強
く
感
じ
て
い
ま

す
。

　

文
化
都
市
に
相
応
し
い

玉
川
学
園
で
の
活
動
に
半

分
、
ワ
ク
ワ
ク
感
も
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　

役
員
の
皆
さ
ん
と
は
初

会
合
で
お
会
い
し
ま
し
た

が
、
年
齢
差
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
人
生
観
も
そ
れ
ぞ

れ
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を

肌
で
感
じ
ま
し
た
。
そ
ん

な
中
、
皆
さ
ん
に
共
通
し

て
言
え
る
こ
と
は
、
地
元

で
あ
る
こ
こ
玉
川
学
園
を

心
か
ら
敬
愛
し
て
い
る
方

々
で
あ
る
こ
と
も
同
時
に

感
じ
ま
し
た
。

　

町
内
会
活
動
を
よ
り
一

層
盛
り
上
げ
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
お
引
き
立

て
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
れ
か
ら
の
文

化
部
の
活
動
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
大
雑
把
に
申
し
上

げ
ま
す
と
、　

月
に
文
化

１０

講
演
会
を
開
催
し
、　

月
１２

と
３
月
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

落
語
会
を
企
画
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

文
化
部

部
長　

岸
川　

和
正　

����
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

玉
川
学
園
･
南
大
谷
地
区

町
内
会
自
治
会
連
合
会

　

平
成　

年
度
か
ら
、
南

２５

大
谷
地
区
の
五
町
内
会
自

治
会
が
加
わ
り
玉
川
学

園
・
南
大
谷
地
区
町
内
会

自
治
会
連
合
会
と
な
り
ま

し
た
。

会　

長　

鎮
目
義
雄（
玉
）

副
会
長　

坂
田
司

　
（
南
、
松
原
三
郎
代
行
）

事
務
長　

松
香
光
夫（
玉
）

＊　

な
お
、
各
自
治
会
長

は
次
の
方
々
で
す
。

玉
川
学
園
町
内
会
（
玉
）

　
　
　
　
　

鎮
目
義
雄

第
一
住
宅
自
治
会
（
一
）

　
　
　
　
　

福
井
悠
介

興
人
住
宅
自
治
会
（
興
）

　
　
　
　
　

玉
木
信
雄

松
風
台
自
治
会
（
松
）

　
　
　
　
　

渡
辺
伸
一

桜
ヶ
丘
自
治
会
（
桜
）

　
　
　
　
　

平
泉
利
廣

東
玉
川
学
園
睦
会
（
睦
）

　
　
　
　
　

山
本
晶
子

旭
ヶ
丘
自
治
会

　
　
　
　
　

林
騏
一
朗

玉
川
学
園
南
台
自
治
会

　
　
　
　
　

豊
田
伸
一

南
大
谷
町
内
会

　
　
　
　
　

坂
田　

司

南
大
谷
団
地
自
治
会

　
　
　
　
　

井
上
正
三

ユ
ニ
ヴ
ェ
ル
シ
オ
ー
ル
自

治
会　
　
　

新
井　

茂

こ
す
も
す
会
館

　

町
田
市
か
ら
建
設
費
と

し
て
６
８
０
万
円
の
補
助

金
を
い
た
だ
き
建
設
さ
れ

た
会
館
は
今
年
で
一
八
年

目
に
な
り
ま
す
。

　

玉
川
学
園
町
内
会
と
東

玉
川
学
園
睦
会
の
財
産
と

し
て
自
主
運
営
を
し
て
い

ま
す
。

　

委
員
・
協
力
員
に
よ
り

順
調
に
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

５
月
２
日
に
『
こ
す
も

す
会
館
総
会
』
が
開
催
さ

れ
、
次
の
方
々
が
本
年
度

の
委
員
に
決
ま
り
ま
し
た
。

委
員
長　
　

鎮
目
義
雄

事
務
長　
　

鷹
箸
宏
子

会　

計　
　

小
谷　

直

会　

計　
　

渡
邉
美
和

運　

営　
　

澤
村
加
奈
子

運　

営　
　

鳥
飼
尚
子

管　

理　
　

斎
藤
三
夫

管　

理　
　

中
村
隆
一

庶　

務　
　

浜
崎
タ
キ

庶　

務　
　

鈴
木
栄
子

関
連
団
体
並
び
に
施
設

　

平
成　

年
度

２６

　
　
　

役
員
・
幹
事

会　
　

長　

鎮
目　

義
雄

副
会
長　

松
香　

光
夫

副
会
長　

淵　
　

倫
彦

副
会
長　

斎
藤　

三
夫

副
会
長　

中
村　

隆
一

総
務
部
部
長

　
　
　
　
　

中
村　

隆
一

経
理
部
部
長

　
　
　
　
　

種
市　

邦
朗

広
報
部
部
長

　
　
　
　
　

藤
本　

義
信

　
　

部
員　

前
田　

伸
一

防
犯
防
災
部
部
長

　
　
　
　
　

服
部　

知
行

　
　

部
員　

外
山　

一
身

　
　
　
　
　

赤
松　

賢
一

　
　
　
　
　

佐
田　

由
美

　
　
　
　
　

鈴
木　
　

恵

　
　
　
　
　

青
木　
　

一

　
　
　
　
　

浜
崎　

タ
キ

環
境
部
部
長

　
　
　
　
　

徳
力　

幹
彦

　
　

部
員　

松
尾　

宏
美

　
　
　
　
　

内
藤　

恵
子

　
　
　
　
　

三
宅　

俊
剛

　
　
　
　
　

小
谷　
　

直

　
　
　
　
　

高
橋　

靖
昭

　
　
　
　
　

高
柳　

恒
忠

高
齢
者
部
部
長

　
　
　
　
　

菊
地　

隆
男

　
　

部
員　

澤
村
加
奈
子

　
　
　
　
　

市
村　

善
明

成
人
部
部
長

　
　
　
　
　

田
中　

伸
幸

　
　

部
員　

西
崎　

則
恵

　
　
　
　
　

山
口　

康
男

青
少
年
部
部
長

　
　
　
　
　

大
山　

憲
一

　
　

部
員　

大
留
由
佳
子

文
化
部
部
長

　
　
　
　
　

岸
川　

和
正

　
　

部
員　

菅
生　

捷
文

　
　
　
　
　

佐
藤　

時
恵

会
計
監
査　

井
上
佳
代
子

　
　
　
　
　

伊
藤　
　

宏

澤田成珠さん
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さ
く
ら
ん
ぼ
ホ
ー
ル

　

さ
く
ら
ん
ぼ
ホ
―
ル
は
、

東
京
都
が
設
置
し
、
地
域

住
民
か
ら
選
ば
れ
た
施
設

委
員
会
が
運
営
す
る
中
規

模
集
会
施
設
で
す
。
五
月

二
〇
日
の
施
設
委
員
会
で
、

次
の
方
々
が
本
年
度
の
役

員
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
長　

鎮
目
義
雄（
玉
）

副
委
員
長　

福
井
愁
介（
一
）

副
委
員
長　

平
泉
利
廣（
桜
）

副
委
員
長　

玉
木
信
雄（
興
）

副
委
員
長　

渡
辺
伸
一（
松
）

事
務
長　

渕　

倫
彦（
玉
）

会　

計　

藤
本
義
信（
玉
）

会　

計　

小
林
通
子（
一
）

書　

記　

松
香
光
夫（
玉
）

書　

記

　
　
　

大
留
由
佳
子（
玉
）

幹　

事　

菊
地
隆
男（
玉
）

幹　

事　

内
藤
恵
子（
玉
）

幹　

事　

宗
形
敏
恵（
興
）

監　

査

　
　
　

小
暮
十
三
一（
一
）

監　

査　

中
本
剛
司（
興
）

　

ご
退
任
の
方
々
お
疲
れ

様
で
し
た
。
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

＊
町
内
会
・
自
治
会
の
略

号
は
、
以
下
の
と
お
り
で

す
。

（
玉
）
玉
川
学
園
町
内
会

（
一
）
第
一
住
宅
自
治
会

（
桜
）
桜
ヶ
丘
自
治
会

（
興
）
興
人
自
治
会

（
松
）
松
風
台
自
治
会

玉
川
学
園
地
区

　
　

社
会
福
祉
協
議
会

　

本
協
議
会
は
、
玉
川
学

園
地
区
の
福
祉
関
係
二
十

五
団
体
と
、
町
内
会
・
自

治
会
と
で
構
成
さ
れ
る

「
福
祉
で
街
づ
く
り
」
を

目
標
と
す
る
会
で
、
町
田

市
で
最
初
の
地
区
社
協
と

し
て
発
足
し
ま
し
た
。

　

五
月
一
八
日
の
総
会
で

次
の
方
々
が
本
年
度
の
理

事
・
監
事
に
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

理　

事

鎮
目
義
雄
（
玉
・
自
治
会

連
合
会
）

三
浦
光
利
（
玉
）

斎
藤
三
夫
（
玉
）

松
香
光
夫
（
町
田
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
）

井
上
宮
子
（
た
ま
り
場
・

７
）

高
見
澤
邦
郎（
芝
生
の
会
）

一
石
靖
江
（
町
田
第
二
地

区
民
生
児
童
委
員
協
議

会
）

一
番
ヶ
瀬
伸
子
（
町
田
第

３
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ

ー
）

内
田
延
子
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

子
育
て
支
援
タ
グ
ボ
ー

ト
）

小
林
君
江
（
東
玉
川
学
園

会
食
お
楽
し
み
会
）

岡
田
榮
子
（
地
域
住
民
）

勝
木
勇
夫
（
地
域
住
民
）

高
柳
恒
忠
（
地
域
住
民
）

小
林
多
恵
子（
地
域
住
民
）

大
野
光
子
（
地
域
住
民
）

浜
崎
タ
キ
（
地
域
住
民
）

岩
崎
克
己
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

市
民
後
見
か
わ
せ
み
の

会
）

監　

事

半
澤
芳
友
（
地
域
住
民
）

市
村
義
明
（
町
田
ソ
ー
シ

ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
）
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平
成　

年
度
の
地
区
活

２６

動
も
４
月　

日
の
定
期
総

２０

会
を
経
て
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
、
現
在
５
支
部
会
員

数
は
５
７
３
名
で
す
。

　

地
区
の
会
議
は
年
間
を

通
し
て
奇
数
月
の
第
３
土

曜
日　

午
後
１
時　

分
よ

３０

り
さ
く
ら
ん
ぼ
ホ
ー
ル
で

行
な
っ
て
い
ま
す　

町
内

会
関
係
と
自
主
防
災
隊
関

係
の
審
議
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。　

町
内
会
関
係
は

総
会
に
次
ぐ
決
議
機
関
の

幹
事
会
に
お
け
る
審
議
事

項
を
報
告
し
確
認
を
し
て

お
り
ま
す
。
自
主
防
災
隊

関
係
は
防
災
委
員
会
・
隊

長
会
等
の
審
議
事
項
を
報

告
し
確
認
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

月
中
旬
に
独
自
の
防

１０
災
訓
練
を
消
防
署
の
ご
指

導
で
玉
園
台
児
童
遊
園
に

に
て
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
訓

練
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
り
扱
い
訓

練
等
を
行
な
っ
て
お
り
、

毎
年　

名
〜　

名
の
参
加

２５

３０

を
得
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
、

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
環
境

パ
ト
ロ
ー
ル
を
毎
月
各
支

部
の
主
催
で
行
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

防
災
は　

ケ
所
に
あ
る

１３

街
頭
消
火
器
の
異
常
点
検

と
防
犯
は
学
童
の
下
校
時

の
安
全
確
認
と
環
境
は
道

路
上
に
捨
て
ら
れ
て
い
る

缶
・
ビ
ン
・
空
き
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
・
タ
バ
コ
の
吸
い

殻
等
の
回
収
を
し
て
お
り

ま
す
。

　

第
１
地
区
の
組
織
図
を

会
員
の
み
な
様
に
お
配
り

し
て
お
り
ま
す
が
出
来
る

だ
け
多
く
の
方
達
と
交
流

を
図
り
協
力
を
し
て
頂
い

て
安
全
で
安
心
し
て
住
め

る
街
づ
く
り
に
努
め
て
い

く
事
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

昭
和
の
は
じ
め
に
、
東

京
大
神
宮
（
千
代
田
区
飯

田
橋
）
の
す
ぐ
近
＜
か
ら
、

当
地
に
引
っ
越
し
て
き
ま

し
た
。
幼
児
な
り
に
、
ず

い
ぶ
ん
と
田
舎
に
来
た
な

あ
、
と
思
っ
た
も
の
で
す
。

時
の
流
れ
と
と
も
に
、
缶

蹴
り
や
草
野
球
に
興
じ
た

森
や
空
き
地
は
、
徐
々
に

瀟
洒
な
家
、
マ
ン
シ
ョ
ン

な
ど
に
姿
を
変
え
て
い
き

ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
移

り
住
ん
だ
当
初
の
牧
歌
的

な
雰
囲
気
は
、
今
な
お
、

そ
こ
か
し
こ
に
脈
々
と
息

づ
い
て
い
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
環
境
を
守

っ
て
き
て
く
だ
さ
っ
た
先

人
の
皆
様
の
ご
尽
力
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
新
た
に

い
た
し
ま
す
。
そ
れ
に
及

ぶ
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
私
も
住
み
よ
い
街
の

維
持
・
向
上
そ
し
て
継
承

に
、
少
し
で
も
お
役
に
立

つ
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

地
域
の
高
齢
化
、
頻
発

す
る
地
震
を
思
う
と
、
防

犯
防
災
を
は
じ
め
、
課
題

は
山
積
し
て
い
る
と
考
え

ま
す
。
ま
ず
は
、
直
近
の

先
輩
で
あ
る
前
地
区
長
か

ら
引
き
継
い
だ
こ
と
を
着

実
に
取
り
組
み
な
が
ら
、

新
た
な
問
題
点
に
留
意
し
、

解
決
を
図
る
よ
う
心
が
け

ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
地
区

役
員
は
じ
め
支
部
の
皆
様

の
、
ご
理
解
、
お
力
添
え

が
何
よ
り
も
欠
か
せ
ま
せ

　

昨
年
度
ま
で
の
二
年
間
、

防
犯
防
災
部
長
と
当
地
区

長
を
兼
務
し
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
本
年
度
は
副
会

長
と
総
務
部
長
さ
ら
に
当

地
区
長
と
一
人
三
役
を
務

め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

町
内
会
役
員
は
、
こ
の
よ

う
に
一
人
で
何
役
も
兼
務

し
て
い
る
方
が
お
ら
れ
ま

す
が
、
こ
れ
は
他
に
役
員

を
引
き
受
け
て
下
さ
る
方

が
お
ら
れ
な
い
の
で
、
や

む
を
得
ず
引
き
受
け
て
い

る
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
誰
で

も
、「
定
年
後
の
バ
ラ
色

の
人
生
」
を
犠
牲
に
し
て
、

全
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
積
極
的
に
取
り
組
む

方
は
お
ら
れ
な
い
と
思
い

ま
す
が
、
引
き
受
け
た
当

人
に
と
っ
て
は
、
肩
に
大

き
な
負
担
が
掛
り
ま
す
。

皆
さ
ん
！
こ
の
一
部
の
役

員
に
集
中
し
て
い
る
現
状

を
少
し
で
も
ご
理
解
い
た

だ
き
、
町
内
会
の
多
く
の

方
々
が
快
く
役
員
等
（
町

内
会
幹
事
・
地
区
長
・
支

部
長
・
防
災
お
よ
び
環
境

委
員
等
）
を
引
き
受
け
て

下
さ
る
環
境
を
作
り
た
い

と
、
念
じ
て
お
り
ま
す
。

役
員
を
敬
遠
す
る
方
が
多

け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
前
任

者
は
留
任
さ
せ
ら
れ
る
こ

と
と
な
り
、
特
定
の
人
に

よ
る
長
期
間
の
町
内
会
活

動
は
偏
り
や
マ
ン
ネ
リ
化

し
た
も
の
と
な
り
、
町
内

会
の
前
進
は
な
い
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
う
い
う
方
は
、
ぜ

ひ
ご
自
分
か
ら
率
先
し
て

活
動
し
て
い
た
だ
き
、

「
人
任
せ
」
に
な
ら
な
い

よ
う
に
…
…

　

人
が
代
わ
れ
ば
現
状
の

役
員
が
思
い
も
つ
か
な
か

っ
た
「
新
し
い
ご
意
見
」

を
お
聞
き
し
、
ま
た
そ
の

行
動
を
取
り
入
れ
、
町
内

会
活
動
も
益
々
盛
ん
と
な

り
ま
す
。

　

当
町
内
会
は
、
４
、
０

０
０
世
帯
を
超
え
る
マ
ン

モ
ス
町
内
会
で
す
が
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
バ
ス
を
実

現
さ
せ
た
活
動
等
に
つ
い

て
、
他
の
町
内
会
や
自
治

会
か
ら
支
援
を
求
め
ら
れ

た
り
、
ま
た
敬
老
会
の
町

内
会
主
催
や
資
源
ご
み
の

受
託
等
に
よ
り
町
田
市
役

所
か
ら
も
相
応
の
評
価
を

得
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、

内
部
か
ら
見
る
と
課
題
も

山
積
み
し
て
お
り
、
中
々

思
う
よ
う
に
捗
ら
な
い
ケ

ー
ス
も
見
ら
れ
ま
す
。
ど

う
か
皆
さ
ん
、
町
内
会
活

動
に
積
極
的
に
参
加
を
し

て
下
さ
い
！
そ
し
て
、
自

ら
役
員
を
経
験
し
て
い
た

だ
き
、
新
し
い
ご
意
見
を

頂
戴
い
た
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

第
七
地
区
の
方
針
は
、

全
て
の
皆
さ
ん
が
「
全
て

に
関
心
を
持
つ
」、
そ
う

い
う
地
区
に
し
た
い
と
い

う
大
き
な
テ
ー
マ
を
掲
げ

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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ん
。
ご
無
理
な
き
範
囲
内

で
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を

主
と
し
た
地
区
の
活
動
へ

ご
参
加
い
た
だ
き
、
皆
様

が
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、

ご
意
見
、
ア
イ
デ
ア
な
ど

を
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
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第１地区防災訓練

総合防災訓練

スタンドパイプ
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混ぜればごみ、分ければ資源

（6）平成２６年６月１７日　　　
　

浅
見
孝
志
氏
の
後
を
受

け
て
、
本
年
度
か
ら
地
区

長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
浅
見
氏
の
超
人
的
献
身

を
見
習
っ
て
」
と
い
い
た

い
と
こ
ろ
で
す
が
、
と
て

も
そ
ん
な
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
不
行
き
届
き

の
点
が
多
々
あ
ろ
う
か
と

存
じ
ま
す
。
そ
の
辺
の
と

こ
ろ
は
地
区
の
皆
さ
ま
の

お
力
添
え
を
え
て
、
な
ん

と
か
無
難
に
切
り
抜
け
た

い
も
の
と
願
っ
て
お
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
な

お
、
わ
た
く
し
は
、
今
期

の
町
内
会
副
会
長
と
さ
く

ら
ん
ぼ
ホ
ー
ル
施
設
委
員

も
兼
任
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
わ
た

し
の
役
目
を
全
体
と
し
て

と
ら
え
た
と
き
、
地
区
の

活
性
化
に
貢
献
す
る
こ
と
、

そ
し
て
町
内
会
の
活
動
が

地
区
の
皆
さ
ま
の
身
近
な

活
動
と
し
て
感
じ
ら
れ
る

も
の
に
す
る
こ
と
、
こ
の

二
つ
を
常
に
心
が
け
て
ま

い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
そ
の
た
め
の

妙
案
が
あ
る
と
い
う
わ
け

で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、

具
体
的
な
こ
と
が
ら
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
か
ら
、
地

区
役
員
の
皆
様
の
お
知
恵

と
ご
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら

見
定
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
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新
年
度
を
迎
え
、
今
期

の
第
５
地
区
で
は
、
新
た

に
３
人
の
幹
事
と
元
幹
事

１
人
そ
れ
に
２
人
の
留
任

幹
事
を
加
え
て
、
史
上
初

の
６
人
幹
事
に
よ
る
地
区

運
営
と
な
り
ま
し
た
。
働

く
現
場
の
法
制
度
が
様
変

わ
り
し
て
い
る
中
で
、
こ

の
「
快
挙
」
が
つ
か
の
間

の
幸
運
で
な
い
こ
と
を
願

う
ば
か
り
で
す
。

　

さ
て
、
以
下
の
記
述
は
、

第
１
回
地
区
会
向
け
に
、

事
前
の
幹
事
打
ち
合
わ
せ

会
合
を
急
遽
拙
宅
で
開
い

た
際
の
討
議
事
項
で
あ
る

こ
と
を
予
め
お
断
り
し
て

お
き
ま
す
。

一　

基
本
的
な
地
区
会
活

動
①
地
区
会
の
開
催
は
年
４

回
（
５
月
、
７
月
、　

月
、

１０

１
月
）、
状
況
次
第
で
次

期
委
員
と
の
引
継
会
も
３

月
に
行
う
の
も
一
案
で
は

な
い
か
。
②
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
は
６
月
か
ら
毎
月
第

４
土
曜
日
、　

〜　

時
で

１０

１１

ど
う
か
。
年
末
特
別
警
戒

の
実
施
日
は
別
途
定
め
る
。

③
第
５
地
区
防
災
倉
庫
の

器
材
全
部
を
５
地
区
会
員

全
員
に
公
開
す
る
。
そ
の

日
時
は
５
月　

日
（
土
）

３１

　

時
〜
と
し
、
リ
ヤ
カ
ー

１０の
組
み
立
て
（
直
下
型
地

震
対
策
の
た
め
）、
簡
易

ト
イ
レ
の
組
立
（
予
想
さ

れ
る
停
電
対
策
の
た
め
）

な
ど
を
行
う
。
雨
天
だ
と

６
月
１
日
（
日
）
の
同
時

刻
の
案
。

二　

幹
事
提
案
事
項

①
現
行
の
７
支
部
制
を
６

支
部
制
に
再
編
す
る
件
に

つ
い
て
。
現
行
支
部
制
の

長
短
所
を
２
年
か
け
て
検

討
し
た
い
。
②
第
１
回
班

長
会
議
の
開
催
を
年
度
後

半
に
実
施
し
た
い
。
こ
れ

は
町
田
市
が
実
施
を
計
画

し
て
い
る
「
見
守
り
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
調
査
」
を

見
据
え
て
の
対
応
と
す
る

も
の
。
③
班
会
開
催
。
２

世
帯
以
上
の
新
規
入
会
が

あ
っ
た
班
に
つ
い
て
、
班

長
の
要
請
で
実
施
し
た
い
。

①
支
部
別
で
、
交
流
目
的

の
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル
ス
の

よ
う
な
活
動
が
で
き
な
い

か
。

　

冬
で
も
素
足
に
下
駄
を

は
き
、
散
歩
し
な
が
ら
街

中
を
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
…
怪

し
い
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

下
駄
が
大
好
き
、
自
然
豊

か
な
玉
川
学
園
の
街
が
大

好
き
な
私
で
す
。（
以
後
、

見
か
け
た
ら
気
軽
に
声
を

か
け
て
下
さ
い
）

　

わ
が
六
地
区
の
お
役

（
支
部
長
、
地
区
長
）
を

頂
い
た
当
初
は
決
め
ら
れ

た
こ
と
を
無
難
に
こ
な
し
、

任
期
を
全
う
す
れ
ば
い
い

位
に
考
え
て
い
た
私
で
し

た
が
、
ご
町
内
の
方
々
と

の
交
流
が
深
ま
る
中
、

「
地
域
の
絆
」
の
大
切
さ

を
実
感
す
る
よ
う
に
な
り
、

次
第
に
、
微
力
で
あ
っ
て

も
私
に
出
来
る
こ
と
を
さ

せ
て
頂
こ
う
と
の
心
に
変

わ
っ
て
行
き
ま
し
た
。

　

四
年
目
に
入
っ
た
今
期

再
び
第
六
地
区
長
を
仰
せ

つ
か
り
ま
し
た
。
六
地
区

で
は「
近
隣
の
支
え
合
い
」

を
合
言
葉
に
、
①
災
害
時

の
安
否
確
認
、
②
平
時
に

お
け
る
「
さ
り
げ
な
い
見

守
り
」
…
こ
の
二
つ
を
柱

に
し
た
取
り
組
み
を
重
ね

て
き
て
い
ま
す
。

　

班
や
個
人
に
よ
っ
て
捉

え
方
の
温
度
差
こ
そ
あ
り

ま
す
が
、
身
の
回
り
の
課

題
へ
の
対
処
は
ま
ず
足
元

の
地
区
か
ら
…
と
心
し
て
、

本
年
は
更
に
こ
の
取
り
組

み
を
徹
底
す
る
べ
く
継
続

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

見
守
り
の
嬉
し
い
成
果

も
あ
り
ま
し
た
。
時
に
難

し
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

周
辺
へ
の『
感
謝
の
思
い
』

を
広
げ
、「
プ
ラ
ス
思
考
」

で
、
地
道
に
粘
り
強
く
取

り
組
ん
で
い
き
ま
し
よ
う
。

　

六
地
区
の
皆
様
、
ご
協

力
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

第
二
地
区
、
地
区
長
の

松
尾
で
ご
ざ
い
ま
す
。
副

地
区
長
の
西
崎
則
江
さ
ん

と
と
も
に
、
こ
の
２
年
間

会
員
の
皆
様
方
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
少
し
で
も

お
役
に
た
て
れ
ば
と
思
っ

て
お
引
き
受
け
致
し
ま
し

た
。

　

こ
の
地
区
は
、
急
な
坂
、

階
段
、
道
路
の
狭
さ
、
街

路
灯
の
少
な
さ
等
い
ろ
い

ろ
な
問
題
を
抱
え
て
お
り

ま
す
。
そ
し
て
、
今
年
の

大
雪
に
は
皆
様
大
変
ご
苦

労
さ
れ
た
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
に

対
し
て
の
ご
意
見
、
ご
提

案
ご
希
望
等
を
い
た
だ
き

ま
し
て
少
し
で
も
住
み
や

す
い
二
地
区
に
な
っ
て
い

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
は
、
例
年

２６

ど
お
り
年
４
回
の
地
区
会

を
開
催
し
。
地
区
会
と
し

て
は
、
今
後
と
も
会
員
か

ら
の
要
望
を
積
極
的
に
取

り
上
げ
て
、
幹
事
会
に
提

案
す
る
よ
う
活
動
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

二
地
区
の
皆
様
、
ご
協

力
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

第
８
地
区
は
、
８
丁
目

お
よ
び
東
玉
川
学
園
４
丁

目
か
ら
構
成
さ
れ
。
世
帯

数
、
会
員
数
、
地
区
の
広

さ
も
大
き
い
地
区
で
す
が
、

御
多
分
に
も
れ
ず
高
齢
化

が
進
み
、
一
人
暮
ら
し
の

お
年
寄
り
も
多
く
、
ま
た
、

山
坂
も
多
い
た
め
都
内
の

マ
ン
シ
ョ
ン
等
に
引
っ
越

さ
れ
、
空
き
家
も
増
え
て

き
て
お
り
ま
す
。

　

町
内
会
活
動
の
目
的
で

あ
る
「
豊
か
な
環
境
と
住

み
良
い
街
づ
く
り
の
推

進
」
を
推
し
進
め
る
た
め

皆
様
と
出
来
る
だ
け
Ｆ
Ａ

Ｃ
Ｅ　

Ｔ
Ｏ　

Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｅ

の
お
付
き
合
い
が
出
来
る

よ
う
、
微
力
で
は
あ
り
ま

す
が
精
一
杯
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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編
集
後
記

　

２
年
間
の
広
報
部
活
動

の
中
で
、
毎
月
の
「
町
内

会
だ
よ
り
」、
年
二
回
の

「
町
内
会
広
報
」、
そ
し

て
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ

た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
大
過

な
く
発
行
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

新
広
報
部
を
私
と
、
新

幹
事
前
田
伸
一
さ
ん
で
担

当
し
て
ま
い
り
ま
す
。
町

内
の
楽
し
い
ニ
ュ
ー
ス
や

心
配
な
事
、
皆
で
ご
近
所

の
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し

を
守
る
た
め
の
情
報
。
こ

れ
ら
の
こ
と
を
、
三
つ
の

情
報
源
で
皆
様
に
お
知
ら

せ
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
は
、
皆
様
か

ら
の
情
報
提
供
が
大
切
で

す
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。（
藤
本
）
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さくらんぼホール

骨密度検査の様子

総合防災訓練参加の様子

会 則 と 細 則 の 改 定会 則 と 細 則 の 改 定

会則第７条　役員の構成

　旧　会長１名　副会長２名　常任幹事（各部長）
　新　会長１名　副会長４名　常任幹事（各部長）

細則第５条　慶弔金

　旧　１．会員および同居家族の新入学児童へのお祝
いは、２０００円相当の品物とする。

　新　１．会員および同居家族の新生児および新入学
児童へのお祝いは、２０００円相当の品物とす
る。



玉 川 学 園 町 内 会 広 報

街の美化　まずは身近なところから

（7）     　第１２４号

摘　　　　　　　　要25年度実績25 年度予算科　　目

5,252,2685,252,268前年度繰越金

年会費 2,000 円／３ヶ月 500 円8,054,7708,000,000町内会費

1,3460預金利息

町内会世帯割　均等 12,000 円＋ 200 円× 4,０５９世帯、掲示板新設５０,０００円873,800823,800市・補助金

135,950その他の収入

落語会入場料１８０人分預り金180,000預り金

14,498,13414,076,068合　　計

　支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

平成２５年度一般会計収支決算報告書
自 平成２５年４月１日
至 平成２６年３月３１日

摘　　　要25年度 3月25 年度予算科　　目

事務用品　他

電気　ガス　水道料金

支部長 , 役員 , 事務所の電話代　はがき　切手代

諸交通費

市町内連合会費　祝い金　他

支部長会・地区会・その他の会議費

印刷機・複写機リース料　パソコン維持費　他

支部長研修会

事務員給与

印刷用原紙・インク・用紙代金

事務所火災保険料

回覧配達料　貸金庫使用料　他

新入学児童へのお祝い　＠ 2,000 円

弔慰金　　@3,000 円

各部部会　他

102,366

99,374

574,757

45,540

160,950

373,058

439,740

303,990

1,586,255

428,111

34,160

203,950

104,000

210,000

108,153

100,000

150,000

580,000

70,000

280,000

430,000

550,000

350,000

1,700,000

400,000

40,000

200,000

110,000

200,000

160,000

消　 耗　 品

光熱給水費

通　 信　 費

交　 通　 費

交　 際　 費

会　 議　 費

備　 品　 費

研　 修　 費

人　 件　 費

図書印刷費

保　 険　 料

雑　 　 費

慶　 祝　 費

弔　 慰　 金

運　 営　 費

総　
　

務　
　

関　
　

係　
　

費

4,774,4045,320,000計

広報　町内会だより発行　ホームページ　他

防災体験学習　防災訓練　他

資源回収活動　施設見学　他

敬老会　他

日帰り親睦バス旅行　健康づくりウォーキング　他

クリスマスの集い　もちつき体験会　他

講演会　他

565,467

295,846

409,783

518,430

406,512

220,449

203,299

760,000

380,000

400,000

700,000

430,000

240,000

250,000

広　 報　 部

防犯防災部

環　 境　 部

高 齢 者 部

成　 人　 部

青 少 年 部

文　 化　 部

事　
　

業　
　

部

2,619,7863,160,000計

町田市交通安全協会

玉川学園交通問題協議会

在宅福祉を考える会　会食お楽しみ会

町田第五小学校校庭開放運営委員会（夏期のみ）

玉川学園・成瀬台地区委員会　町五小・8丁目・青空子供会

玉川学園地区委員会

10,000

30,000

60,000

5,000

90,000

70,000

10,000

30,000

60,000

5,000

90,000

70,000

交通安全協会

交通問題協議会

会食サービス

開放プール

青少年育成

子どもまつり

地　

域　

助　

成　

金
265,000265,000計

掲示板・回覧用ビニールネットケース・消防団祝い金307,7505,331,068予　備　費

7,966,94014,076,068支 出 合 計

6,531,194収支差引残高

14,498,13414,076,068合　　計

　収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）



第１２４号 玉 川 学 園 町 内 会 広 報

「誰でもが、いつでも、助けて」と言えるまち

（8）平成２６年６月１７日　　　

平成２６年度一般会計予算
自 平成２６年４月１日
至 平成２７年３月３１日

摘　　　　　　　　要26年度予算25 年度実績科　　目

現金 79,455 ＋ 銀行 6,451,7396,531,1945,252,268前年度繰越金

年会費 2,000 円8,000,0008,054,770町内会費

01,346預金利息

町内会世帯割　均等 12,000 円＋ （200 円× 4,036 世帯）819,200873,800市・補助金

80年誌0135,950その他の収入

落語会収入 180 人分預かり0180,000預り金

15,350,39414,498,134合　　計

　支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

摘　　　要26年度予算25 年度実績科　　目

事務用品　他

電気　ガス　水道料金

支部長 , 役員 , 事務所の電話代　電波利用料　はがき　切手代

諸交通費

市町内連合会費　祝い金　他

支部長会・地区会・その他の会議費

印刷機・複写機リース料　パソコン維持費　パソコン購入費　他

支部長研修会

事務員給与

印刷用原紙・インク・用紙代

事務所火災保険料

回覧配達料　貸金庫使用料　他

新入学児童、新生児へのお祝い

弔慰金

各部部会

100,000

150,000

600,000

80,000

280,000

500,000

900,000

400,000

1,700,000

500,000

40,000

300,000

200,000

200,000

200,000

102,366

99,374

574,757

45,540

160,950

373,058

439,740

303,990

1,586,255

428,111

34,160

203,950

104,000

210,000

108,153

消 耗 品 費

光熱給水費

通　 信　 費

交　 通　 費

交　 際　 費

会　 議　 費

備　 品　 費

研　 修　 費

人　 件　 費

図書印刷費

保　 険　 料

雑　 　 費

慶　 祝　 費

弔　 慰　 金

運　 営　 費

総　
　

務　
　

関　
　

係　
　

費

6,150,0004,774,404計

広報　町内会だより発行　ホームページ　他

防災体験学習　防災訓練　他

資源回収活動　施設見学　他

敬老会　他

日帰り親睦バス旅行　健康づくりウォーキング　他

クリスマスの集い　もちつき体験会　他

講演会、落語会　他

815,000

400,000

400,000

600,000

450,000

240,000

250,000

565,467

295,846

409,783

518,430

406,512

220,449

203,299

広　 報　 部

防犯防災部

環　 境　 部

高 齢 者 部

成　 人　 部

青 少 年 部

文　 化　 部

事　
　

業　
　

部

3,155,0002,619,786計

町田市交通安全協会

玉川学園交通問題協議会

在宅福祉を考える会　会食お楽しみ会

町田第五小学校校庭開放運営委員会（夏期のみ）

玉川学園・成瀬台地区委員会　町五小・8丁目・青空子ども会

秋の子どもまつり実行委員会

10,000

30,000

60,000

5,000

90,000

70,000

10,000

30,000

60,000

5,000

90,000

70,000

交通安全協会

交通問題協議会

会食サービス

開放プール

青少年育成

子どもまつり

地　

域　

助　

成　

金
265,000265,000計

掲示板　他5,780,394307,750予　備　費

15,350,3947,966,940支払合計

06,531,194次年度繰越金

15,350,39414,498,134合　　計

　収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
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